＜「再び子育て，そして親育て」期：「『いまどきの親は』なんて言わない」編－３＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象（時間）：中高年などの子育て支援者（120分程度）

【ねらい】子供の豊かな成長を促す場をつくるために，地域の大人として何ができるかを考える。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，Ａ３用紙，付箋紙，模造紙，フェルトペン（裏写りしないもの）
	時　間
	アクティビティの展開例
	留　　意　　点
	備　考

	:
	○名札付け（来た順に）
	○全員が名札をつける。（ニックネーム可）
	※スケジュールを板書しておく。

・机は講義形式

	：
（５分）
	○ファシリテーター（学習支援者）

　自己紹介，主旨・ルール等説明
	○和やかな雰囲気づくりに配慮する。

○写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）
	

	：
（15分）
	アイスブレイク（雰囲気づくり）
「へびじゃんけん」
①出会った人と握手して自己紹介

②じゃんけんをして，負けた人は勝った人の後ろに付く。

③二匹の長いヘビになったら，先頭の人は自己紹介して，決勝じゃんけん

④先頭から番号をかけ，グループ分け
○グループ内で自己紹介をする。
	○コミュニケーションに関わるゲームを通して，人間関係作りに大切なことを体験的に考える。

→相手を見つけ，「○月○日生まれの○○です。」と簡単に自己紹介し，じゃんけんをする。
→了解を取って，前の人の肩に手をかける。

→この間にワークシートを配る。
	・机を撤去

・グループ数に応じて，机を配置

	：
（10分）
	○タイトル，ねらいを読む。
＜思い出しましょう＞

○設問に記入し，話し合う。
	○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保守），ただし，言いたくないことは話さなくても良い。（パス有り）
○地域に住んでいる子供への関わり方について考える前に，自分の子供の頃を振り返り，子供の時考えていたことや思いなどを思い出す。
	

	：
（７分）
	＜エピソードを読みましょう＞
○各自で黙読する。
○グループの中で配役を決めて音読する。
	○場の情景が思い浮かぶまで読みこむ。

○子供役の人に，音読後感想を聞くことも子供の気持ちを考えるために効果的。
	

	：
（65分）
	＜考えましょう，出し合いましょう＞
○設問①に記入し，話し合う。（10分）
○設問②に記入し，話し合う。（10分）
○話し合ったことを紹介し，意見交換する。　　　　　　　　　　（10分）
○設問③に記入し，話し合う。（25分）
○話し合ったことを紹介し，意見交換する。　　　　　　　　　　（10分）
	○子供の遊びや遊び場を挙げることで，子供に関する環境について考えるきっかけとする。
○記入前にもう一度子供の言葉を読み，子供の気持ちを想像し，どのように答えるかを考える。
○子供を取りまく環境に気付き，関わり方について考える。

○資料を参考にして，どんなことができるか考える。（付箋紙に書いて出し合っても良い。）
○子供たちが求めていることはどんなことか，子供たちを健やかに育てていくために，どんなことができるか，地域の中で具体的にできることを考える。

○どんなことができるか用紙にまとめる。
○用紙は，発表後ホワイトボードなどに張り出し，みんなで見合うことができるようにする。
	

	：
（３分）
	＜地域で子育てを応援しましょう＞
○地域における取組事例を見る。
	※今後の活動の参考としていく。（時間がない場合は，後ほど見てもらう。）
	

	：
（10分）
	＜学習を振り返りましょう＞
○ワークシートに記入する。
○ファシリテーターの話
	
	

	：
（５分）
	○終了・片付け
○アンケート記入
	→参加者全員で行う。
→アンケート記入者から流れ解散
	・現状復帰

	〈メモ〉
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かかわってみて…　～地域の大人ができること～








